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『阿波忌部を中核に据
とら

えた観光事業の創造』
かつて千葉県庁商工労働部へ参事として出向して

いた時代に、千葉県館山市における阿波と安房との
黒潮交流事業をボランティアで企画・運営していま
した。今回は現在のＪＴＢの立場から、阿波忌部が
全国的に見てどのような点が魅力なのか、また、全
国展開をめざすための方策と展望を語ります。
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1. 加森観光株式会社 営業部長
（JTB首都圏出向）

岩瀬　正夫 さん

阿波忌部という吉野川市共有の財産を、市内外に
広く啓発するための手法を紹介し、公民館業務のあ
り方や市民教育・行政への提言を行います。また、
阿波忌部をキーワードにした地域の商業・観光事業
開発について考え、新しいまちづくり構想を模索し
ます。

2. 吉野川市鴨島公民館長

岡田　年弘 さん

『ふるさと阿波忌部の歴史を伝え
る市民教育とまちの活性化』

阿波スピンドル株式会社は、神代の忌部技術を継
承して創業されたと伝えられています。スピンドル
産業の意義や和紙産業、大嘗祭

だいじょうさい

についての説明と、
会社として阿波忌部という歴史財産に対して地域貢
献ができるのか、その処方を企業代表として提案し
ます。

3. 阿波スピンドル株式会社会長

木村　悟 さん

『阿波忌部が伝えたスピンドル技

術と地域貢献』

阿波忌部氏は、上古から天皇即位後一世一代の大
嘗祭で麁服

あらたえ

を織り、調進してきました。今も続く伝
統文化を次の世代へ継承するためにも、阿波忌部の
精神（寛容・先進性・開拓者精神）に触れて、郷土
の歴史を語り伝えます。

5. 阿波忌部直系・
国重要文化財 三木家

当主 三木　信夫 さん

『阿波忌部の歴史と伝統を未来へ』

千葉県「安房」の地名は、かつて阿波忌部が関東
へ渡ったことに由来すると言われています。房総半
島における阿波忌部の偉業の説明と、今後の黒潮を
基軸とした交流事業の展開とその方策について提言
します。

4. 元TBS広報部長、千葉県館
山市相浜・安房忌部交流会

実行委員長 鈴木　馨 さん

『阿波忌部を基軸とする黒潮交流
を～阿波から安房へ～』

◎第１部 阿波忌部フォーラム
と　き：10月6日貍 13時～16時30分
ところ：鴨島公民館 大ホール（席に余裕がある場合、当日参加受付可能です）

吉野川市と阿波忌部を語る未来シンポジウム（パネラー紹介）

今回は、８月号で紹介できなかった各部の詳し
い内容をお知らせします。なお、１部への参加事
前申し込みは９月２６日貉までです。詳しくは鴨島
公民館までお問い合わせください。

入場無料

◇記念講演「日本の建国と阿波忌部 ～麻殖
お え

郡
ぐ ん

の足跡と共に～」

※第１部終了後に、パネラーらとの歓談や
吉野川市の未来について語る「吉野川市と阿
波忌部」交流会を「青柳」（鴨島公民館から徒
歩２分）で開催します。会費は５，０００円、
５０人限定です。参加希望の方は９月２６日
貉までに鴨島公民館へお申し込みください。

講師：鳴門工業高校教諭　　林　博章 さん
阿波忌部とは何であるのか。それは、吉野川市民にとってどのように誇るべき存在で、市民

とどのようなつながりをもつのかを、約１５０枚の貴重なスライドで分かりやすく説明します。

（５０音順）



吉野川市合併3周年記念事業 吉野川市合併3周年記念事業 

2007年（平成19年）9月12日

広報よしのがわ3

◎第2部 阿波忌部の聖地を巡るツアー
～阿波忌部をキーワードとする新観光事業の創造と発信～

と　き：10月7日豸 9時～15時

※第２部の参加申し込みにつきましては、「事前申し込み先着順」とさせていただきましたが、好評につ

き現在キャンセル待ちの状態となっています。申し訳ありませんが、ご了解くださいますようお願い

します。

◎第3部 吉野川コレクション
～阿波忌部をキーワードとする市民創作劇～

演題『月の運ぶ過去と日輪が運ぶ未来』 ～吉野川の四季を謳
うた

う神々～

と　き：10月7日豸 16時～17時30分（開始時刻は予定）
ところ：鴨島公民館前 北側広場（雨天の場合は鴨島体育館）

講演内容（予定）

※魔鏡とは…？
特殊な作りをした銅鏡で、光

を当てると、鏡の表面には無い
はずの像を反射した光の中に浮
かび上がらせます。今回使用す
る魔鏡は直径１ｍ超の、世界最
大級の魔鏡です。これが屋外で
使用されるのは“世界初”とな
ります。

7月23日、婦人会のみなさんに、第3部のプロデュ
ーサー・時広さんと一緒に古着をほどく作業をお
手伝いいただきました。

主　　　催：吉野川市合併3周年記念事業実行委員会
問い合わせ：鴨島公民館 蕁濆5111 市秘書企画課 蕁澤2221

第1部、第3部で物産販売の出展を募集しております。詳しくは鴨島公民館まで
お問い合わせください。

観覧無料

プ ロ ロ ー グ：

シーン１．春：

シーン２．夏：

シーン３．秋：

シーン４．冬：

フ ィ ナ ー レ：

吉野川の女神・四季の神々が、これから始まる劇を祝福します。

ダンサーが春の喜びを踊り、続いて子どもたちがダンスを披露します。

地元ジャズメンたちによる演奏と歌で夏の情熱を表現し、過ぎゆく夏

を惜しみます。

ダンサーが秋の実りを感謝する踊りを舞い、無病息災を祈ります。

邦楽演奏で冬の幻想を表現します。

各シーンで登場した四季の神々、演奏家たちや吉野川の女神が集まり、

『魔鏡』と呼ばれる鏡を使って映像を映し出し、吉野川市のこれから

を祝福します。
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橋本　夢道 

①邦楽管弦組曲「ホタルの歌」合同演奏 
◆出演　吉野川市内の小学生、徳島邦楽集団 

◆指揮　増田篤志（作曲家・編集家。現在、四国大学

短期大学部音楽科準教授） 

　地元の小学生と徳島

邦楽集団が、三木稔作

曲邦楽管弦組曲「ホタ

ルの歌」を合同演奏し、

映像を織り交ぜた合唱

と語りで、会場を幻想

の世界へ誘います。 

①邦楽管弦組曲「ホタルの歌」合同演奏 

②対談「吉野川を語る」 

③「おもっしょいでよ！  阿波のコトバ」 

④講演「吉野川の俳人  ―橋本夢道―」 

②対談「吉野川を語る」 
◆出演　みや  こうせい 、 原田  一美 

　優しくも厳しい水の流れが、生み育てるものは何か。 

　世界のフォトアーティストとホタルに生きた元教師

が、川へ寄せる思いを熱く語ります。 

③「おもっしょいでよ！  阿波のコトバ」 
◆出演　羽連ゆかりと阿波原人 
●羽連ゆかり（松竹芸能所属） 鳴門
市出身。徳島大学で方言を学ぶ。ふ
るさと阿波弁の魅力を自らの体験
をふまえながら、コント風に紹介。 
●阿波原人　吉野川市在住。おも
っしょいでよ！　見にきてね！ 

〈サブテーマ〉  のぞいて　触れて　感じて　みいへんで 

主な内容のご紹介 主な内容のご紹介 

清流の里巡り 
バスツアーも 
ありま～す 

と　き  10月28日豸  午後1時～4時10分（バスツアーは午前9時～午後0時45分） 
ところ　鴨島公民館（鴨島町鴨島甲1番地） 

吉野川文化探訪フェスティバル（吉野川市会場）  
のご案内 

吉野川文化探訪フェスティバル（吉野川市会場）  
のご案内 

吉野川文化探訪フェスティバル（吉野川市会場）  
のご案内 

作曲した三木さんから演奏指導を
受ける地元の小学生 

◆原田　一美 
児童文学作家・国民文化祭徳
島県企画委員長。 

羽連　ゆかり 

◆みや　こうせい 
写真家・作家。批評・翻訳など
幅広く活躍。 

④講演「吉野川の俳人  ―橋本夢道―」 
◆講師　みや  こうせい 

　みやこうせいさんが、徳島の生んだ俳人で、昭和の

芭蕉といわれた夢道とのかかわりをテーマに講演。 

●橋本夢道（はしもと　むどう・1903～1974）

藍住町出身。15歳で上京し、肥料問屋に就職。その

かたわら自由律俳

句誌「層雲」に参

加し、後にプロレタ

リア俳句運動を起

こす。また東京銀

座に甘いものの店

「月ヶ瀬」を出店し

「あんみつ」の創案者とも言われる。 

　代表句に、「無礼なる妻よ毎日馬鹿げたものを食

わしむ」や「十万の下駄の歯音や阿波踊り」など、愛

する妻や故郷を詠んだ句もたくさんある。 
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〈サブテーマ〉  流れ出すリズム・サウンド・ハート～あふれろ！　in よしのがわ 

と　き  11月4日豸  正午～午後7時40分 
ところ　吉野川市アメニティセンター（山川町翁喜台95番地1） 

吉野川ジャズフェスティバル 
のご案内 

吉野川ジャズフェスティバル 
のご案内 

吉野川ジャズフェスティバル 
のご案内 

《問い合わせ》 
市国民文化祭推進係 
蕁澤2236　蕭澤2246

●ゲストミュージシャンの紹介 
LLOYD  SHAD（ロイド・シャド） 

　トミー・ドーシー楽団、

グレン・ミラー楽団でボ

ーカルを担当し、全米、

ヨーロッパ、日本ツアー

後独立。現在、アメリカ

でジャズボーカリストと

して活躍中。ビッグバン

ドをバックにそのゴー

ジャスなステージ展開

には定評がある。 

●創作ジャズ・オペラ「つつじ姫」 
　オープニングを飾るのはジャズ・オペラ「つつじ姫」。

国指定天然記念物「船窪のオンツツジ群落」の由来

を語る民話「竜に召されたお姫様」をもとに、大池に

住む竜と長者の姫の恋物語を上演します。 

●
ジ
ャ
ズ
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
！ 

　
ア
マ
チ
ュ
ア
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
１１
団
体
、ゲ
ス
ト
バ
ン
ド
２
団
体
に
よ
る

優
雅
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。ジ
ャ
ズ
に

は「
台
本
に
な
い
演
奏
」
ア
ド
リ
ブ
が
あ
り
、ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
即
興
的

に
そ
の
場
で
作
曲
し
つ
つ
演
奏
す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。 

　
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む
秘
密
の
入
り
口
は
た

く
さ
ん
あ
り
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
あ
り

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

  

　
今
か
ら
約
１
０
０
年
前
に
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
が
発
祥
の

地
で
、ポ
ッ
プ
ス
の
一
形
態
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
の
表
現
形

式
は
自
由
で
、ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、現
代
の
音
楽
の
源
流
を
形
作

っ
た
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

●
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
の
ご
案
内 

　
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
は
、臨
時
駐
車
場
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
、吉
野
川
市
・
阿
波
市
・
美
馬
市
の
連
携
周
遊
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。 

  

◆
運
行
コ
ー
ス
　
臨
時
駐
車
場（
山
川
中
学
校
）＝
ア
メ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
会
場
） 

◆
運
行
時
間
　
午
前
１１
時
〜
午
後
８
時（
３０
分
ご
と
に

運
行
） 

  

◆
運
行
コ
ー
ス
　
山
川
庁
舎
＝
脇
町
道
の
駅

＝
阿
波
市
土
成
支
所 

◆
運
行
時
間（
山
川
庁
舎
発
） 

　
午
前
１０
時
３５
分
、正
午
、午
後
２
時 

ジ
ャ
ズ
っ
て
？
 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス（
無
料
） 

３
市
連
携
周
遊
バ
ス（
無
料
） 

舞台でせりふの読み
合わせや歌の練習を
する出演者 

バ
ス
も
ご
利
用 

く
だ
さ
い
！ 
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

わ
す
れ
ず
に
　
命
の
味
方
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト

阿
部
　
優
理
（
上
浦
小
学
校
五
年
）

ン
グ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
子
ど

も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
る
よ

う
に
教
員
は
危
険
な
と
き
以
外
は

援
助
を
少
な
く
し
ま
す
。

２
回
目
は
６
月
に
本
校
児
童
が

飯
尾
敷
地
小
学
校
を
訪
問
し
同
学

年
の
授
業
を
受
け
た
り
、
ふ
れ
あ

い
集
会
に
参
加
し
た
り
し
ま
す
。

本
校
の
児
童
が
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
る
活
動
で
す
。
３
回
目
は
９

月
の
運
動
会
で
す
。
５
年
生
が
本

校
の
競
技
に
一
緒
に
参
加
し
ま
す
。

４
回
目
は
１１
月
で
６
年
生
が
事

前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
小
道
具

を
制
作
、
持
参
し
本
校
の
学
校
祭

の
劇
に
児
童
と
一
緒
に
参
加
し
ま

す
。こ

の
よ
う
に
飯
尾
敷
地
小
学
校

と
本
校
小
学
部
の
組
織
的
・
計
画

的
な
交
流
が
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
小
学
生
の
と
き
か

ら
の
交
流
お
よ
び
共
同
学
習
が
、

社
会
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
と
共
に
助
け
合
い
支
え
合
っ

て
生
き
て
い
く
こ
と
を
学
ぶ
機
会

と
な
り
、
ひ
い
て
は
共
生
社
会
の

形
成
に
役
立
つ
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
蕁
澤
２
２
２
９

本
校
と
飯
尾
敷
地
小
学
校
と
の

交
流
は
昭
和
５８
年
に
文
部
省
の
学

校
間
交
流
の
指
定
研
究
を
受
け
、

現
在
ま
で
２４
年
間
継
続
し
て
い
ま

す
。
こ
の
交
流
お
よ
び
共
同
学
習

に
つ
い
て
の
概
要
を
説
明
し
ま

す
。障

害
の
あ
る
子
ど
も
と
障
害
の

な
い
子
ど
も
が
一
緒
に
参
加
す
る

活
動
は
、
相
互
の
ふ
れ
合
い
を
通

じ
て
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む

こ
と
を
目
的
と
す
る
交
流
の
側
面

と
、
教
科
等
の
ね
ら
い
の
達
成
を

目
的
と
す
る
共
同
学
習
の
側
面
が

あ
り
ま
す
。
本
校
と
飯
尾
敷
地
小

学
校
は
そ
の
相
互
理
解
を
深
め
る

た
め
に
毎
年
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

４
月
に
新
規
赴
任
の
教
員
が
相

互
訪
問
し
相
手
校
を
理
解
す
る
こ

と
か
ら
交
流
が
始
ま
り
ま
す
。
１

回
目
の
交
流
は
５
月
で
、
本
校
に

飯
尾
敷
地
小
学
校
４
年
生
が
来
校

し
授
業
に
参
加
し
ま
す
。
今
年
は

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ボ
ウ
リ

人
権
と
ぴ
っ
く
す

飯
尾
敷
地
小
学
校
と
交
流

し
て―

鴨
島
養
護
学
校
小
学
部
―

ボウリングゲームの様子

―
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
社
会
へ
―

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男

女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合

い
、
と
も
に
個
性
や
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、
現
在
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
周
り
に
悩
ん
で
い
る
方
が
い

た
ら
、
何
を
す

る
こ
と
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う

か
。県

立
男
女
共
同
参
画
交
流
セ
ン

タ
ー
「
フ
レ
ア
と
く
し
ま
」
で
は
、

徳
島
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推

進
の
拠
点
施
設
と
し
て
講
座
や
講

演
会
の
開
催
、
各
種
情
報
の
収

集
・
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
自
治
会
や
グ
ル
ー
プ
な

ど
で
人
権
に
関
す
る
研
修
会
を
開

催
す
る
と
き
に
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
、
県
男
女
共
同
参
画
推
進

員
に
無
料
で
講
師
を
依
頼
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

研
修
テ
ー
マ
の
一
例

★
女
性
の
人
権
問
題

★
少
子
高
齢
化
と
男
女
共
同
参
画

★
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
対
策

★
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

★
女
性
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

な
どま

た
男
女
共
同
参
画
に
限
ら

ず
、
女
性
の
健
康
や
法
律
な
ど
の

悩
み
に
つ
い
て
も
相
談
室
を
設
置

し
、
医
師
や
弁
護
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

施
設
の
見
学
を
兼
ね
て
、
フ
レ

ア
と
く
し
ま
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。問

い
合
わ
せ

フ
レ
ア
と
く
し
ま
（
徳
島
市
山
城

町
東
浜
傍
示
１
）

蕁
０
８
８（
６
５
５
）３
９
１
１

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
秘
書
企
画
課

蕁
澤
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
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通
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優
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作
》

通
学
路
　
な
れ
た
道
で
も
　
安
全
確
認

岡
田
　
進
太
郎
（
牛
島
小
学
校
五
年
）

生
ご
み
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
の
中
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。
可
燃
ご
み
と
し
て
収
集

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
水
分
や
塩
分

を
多
く
含
む
た
め
燃
え
に
く
く
、

燃
焼
に
適
し
た
ご
み
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
ま
た
、
分
別
が
き
ち
ん
と

で
き
れ
ば
、
た
い
肥
化
や
飼
料
化

な
ど
に
よ
り
再
生
利
用
す
る
こ
と

が
可
能
な
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。

●
生
ご
み
の
も
と
を
減
ら
す

食
べ
残
し
、
使
い
残
し
を
減
ら

し
、
食
料
品
の
買
い
す
ぎ
に
も
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
気
を
切
っ
て
捨
て
る

焼
却
効
率
が
良
く
な
り
、
焼
却

炉
へ
の
負
担
が
小
さ
く
な
り
ま

す
。
ま
た
水
切
り
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
り
、
新
聞
紙
に
く
る
ん
で
一

日
置
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
生
ご

み
を
１
〜
２
割
減
量
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

②
生
ご
み
を
入
れ
て
、
通
気
性
の

よ
い
場
所
で
よ
く
混
ぜ
ま
す

③
温
度
計
を
中
心
に
さ
し
て
、
ふ

た
を
し
ま
す

注
意卵

の
殻
、
魚
や
肉
の
骨
、
貝
殻
、

た
ま
ね
ぎ
の
皮
な
ど
は
、
あ
ま
り

分
解
さ
れ
な
い
の
で
、
入
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
容
器
を
保
存
し
よ
う

生
ご
み
を
混
ぜ
て
ふ
た
を
し
た

容
器
は
、
室
温
が
２０
度
以
上
で
通

気
性
の
よ
い
場
所
で
保
管
し
ま
す
。

※
容
器
の
下
に
は
段
ボ
ー
ル
を
、

上
に
は
新
聞
紙
を
置
く
と
よ
い
で

す
。

▽
容
器
の
使
用
期
間
は
、
３
か
月

程
度
で
す
。
使
用
期
間
終
了
後
は
、

容
器
の
中
身
を
黒
土
と
混
ぜ
て
１

か
月
程
度
寝
か
せ
る
と
、
た
い
肥

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

蕁
濆
５
６
９
７

特
別
な
処
理
機
を
使
わ
な
く
て

も
、
簡
単
に
生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

◆
用
具
と
基
材
を
準
備
し
よ
う

〔
用
意
す
る
も
の
〕

○
容
器

段
ボ
ー
ル
２
箱
（
み
か

ん
箱
程
度
の
大
き
さ
）、
新
聞
紙

○
基
材

ピ
ー
ト
モ
ス
２０
誚
、
も

み
が
ら
く
ん
た
ん
１５
誚

※
園
芸
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

購
入
で
き
ま
す
。

○
道
具

シ
ャ
ベ
ル
、
ゴ
ム
手
袋
、

温
度
計
（
１
０
０
度
計
）、
は
か
り

◆
基
材
に
生
ご
み
を
混
ぜ
よ
う

①
基
材
を
段
ボ
ー
ル
に
入
れ
ま
す

「
ピ
ー
ト
モ
ス
」
と
「
も
み
が

ら
く
ん
た
ん
」
を
１５
誚
対
１０
誚

（
３
対
２
）
の
割
合
で
段
ボ
ー
ル

に
入
れ
、
よ
く
混
ぜ
ま
す
。

※
投
入
す
る
生
ご
み
の
量
が
一
日

平
均
５
０
０
グ
ラ
ム
の
場
合
で
す
。

ご
み
を
考
え
る
！

生
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
挑
戦

し
て
み
よ
う
！

※
保
険
料
の
免
除
、
ま
た
は
保
険

料
の
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
方

や
、
国
民
年
金
基
金
の
加
入
員
の

方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

付
加
年
金
額（
支
給
時
上
乗
せ
分
）

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付

月
数
（
６５
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
場
合
）

※
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
権
を
得
た
月
の
翌
月
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を

６５
歳
よ
り
前
に
繰
り
上
げ
支
給
、

ま
た
は
６６
歳
以
降
に
繰
り
下
げ
支

給
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
付

加
年
金
額
も
老
齢
基
礎
年
金
の
減

額
率
お
よ
び
増
額
率
に
応
じ
て
減

額
、
ま
た
は
増
額
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
徳
島
北
社
会
保
険

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

蕁
０
８
８（
６
５
２
）２
８
０
０

市
国
保
年
金
課
　
国
民
年
金
係

蕁
澤
２
２
１
３

口
座
振
替
に
は
、
毎
月
の
保
険

料
が
そ
の
月
の
月
末
に
引
き
落
と

し
さ
れ
る
当
月
末
振
替
（
早
割
）

と
、
翌
月
末
に
引
き
落
と
し
さ
れ

る
翌
月
末
振
替
が
あ
り
ま
す
。
早

割
は
保
険
料
が
月
額
５０
円
割
引
さ

れ
ま
す
。

○
月
末
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営

業
日
に
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

○
初
め
て
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

る
方
は
、
初
回
の
み
前
月
分
と
当

月
分
（
５０
円
割
引
）
の
２
か
月
分

引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

○
１
年
度
分
ま
た
は
６
か
月
分
の

前
納
は
も
っ
と
お
得
で
す
。

毎
月
の
保
険
料
の
ほ
か
に
付
加

保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る

と
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

と
き
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

付
加
保
険
料

１
か
月
４
０
０
円

対
象
者

第
１
号
被
保
険
者
、
ま

た
は
任
意
加
入
被
保
険
者

国
民
年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
「
口

座
振
替
」
が
便
利
で
お
得
で
す

付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か

生
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
！

ピートモス

く
んたん

もみがら 
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運
転
中
　
握
る
な
携
帯
　
命
と
り

藤
井
　
裕
也
（
森
山
小
学
校
五
年
）

８
月
１
日
、
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
周
辺
で
、
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
小
説
を
原
作
と
し
た
「
眉
山
」
の
撮
影
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
５
月
に
徳
島
を
舞
台
に
し
た
東
宝
映
画
「
眉
山
」
が
全
国
の

映
画
館
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
が
２
時
間
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
化
（
放
送
日
時
は
未
定
）
す
る
こ
と
に
な
り
、
物
語
の

半
分
以
上
が
昭
和
５０
年
代
初
め
を
舞
台
に
し
た
恋
愛
ド
ラ
マ
で
、
映

画
と
は
異
な
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
３０
年
前
の
回
想

シ
ー
ン
の
撮
影
が
あ
り
、
人
気
女
優
の
常
盤
貴
子
さ
ん
、
人
気
俳
優

の
山
本
耕
史
さ
ん

が
出
演
す
る
シ
ー

ン
の
撮
影
場
所
に

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
周
辺

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の

撮
影
に
は
吉
野
川

市
阿
波
踊
り
振
興

協
会
か
ら
阿
波
踊

り
の
踊
り
子
と
し

て
約
６０
人
が
エ
キ

ス
ト
ラ
と
し
て
参

加
し
、
に
ぎ
わ
う

街
中
の
祭
り
風
情

の
シ
ー
ン
撮
影
に

協
力
し
ま
し
た
。

８
月
７
日
、
市
役
所
で
、
第
２
回
行

財
政
改
革
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
は
、
昨
年
第
１
回
懇
話
会
で
委

員
の
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
に
対

す
る
市
の
対
応
状
況
と
、
行
財
政
改
革

実
施
計
画
の
平
成
１８
年
度
末
に
お
け
る

進
捗
し
ん
ち
ょ
く
状
況
（
実
施
計
画
全
７６
項
目
中
、

３７
項
目
達
成
）
を
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
後
は
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、
計

画
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
質
問
や
、

「
行
財
政
改
革
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
、

市
民
に
も
っ
と
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
広
く
周
知
を
行
う
努
力
を
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

今
後
は
懇
話
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
行
財
政
改
革
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

８
月
３
日
、
川
島
公
民
館
で
戦
争
を
語

り
つ
ぐ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

戦
争
体
験
者
の
後
藤
田
安
男
さ
ん
（
山

川
町
在
住
）
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
・
愚
か

さ
・
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
熱
く
語
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
市
立
川
島
中
学
校
の
生
徒
や

参
加
者
で
、
戦
争
の
と
き
よ
く
食
べ
た
、

麦
入
り
お
に
ぎ
り
と
す
い
と
ん
汁
を
、
当

時
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。

８
月
６
日
、
鴨
島
運
動
場
で
恒
例
の
納
涼
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
色
の
花
火
が
真
夏
の
夜
空
を
鮮
や
か
に
演
出
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
約
１
０
０
店
の
夜
店
が
立
ち
並
び
、
浴
衣
姿
な
ど

で
訪
れ
た
約
２
万
人
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
仕
掛
け
花
火
や
、
夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
る
大
玉
に
、
観
客
か
ら
歓
声
と
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

き 

と 
ご 
で 
き 
ご 

と 
で ド

ラ
マ
「
眉
山
」
の
撮
影
来
る
！

戦
争
を
語
り
つ
ぐ
会
開
催

納
涼
花
火
大
会

戦争の体験を熱く語る後藤田さん

夏の夜空を彩る鮮やかな花火

たくさんの人でにぎわいをみせる

ＪＲ鴨島駅周辺での
撮影の様子

第
２
回
行
財
政
改
革
懇
話

会
開
催

行財政改革懇話会の様子



８
月
１１
日
、
１２
日
の
２
日
間
、
美
郷
の
高
開
地
区
で
石
積
み
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
で

約
１
５
０
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
方
々
が
３
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た
市
指
定
無
形
文

化
財
の
「
ま
わ
り
踊
り
」
を
披
露
し
、
訪
れ
た
人
は
威
勢
の
い
い
音

頭
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
、
ジ
ャ
ン
ベ
（
ア
フ
リ
カ
の
民
族
楽
器
）

の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
り
、
光
と
の
競
演
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

暗
闇
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
石
積
み
の
光
景
は
、
普
段
と
は
一
味

違
い
、
夏
の
夜
空
に
神
秘
的
な
情
景
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

2007年（平成19年）9月12日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ち
ょ
っ
と
し
た
　
ゆ
と
り
の
心
で
　
事
故
防
ぐ

笠
井
　
嘉
人
（
鴨
島
小
学
校
六
年
）

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見
学
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

８
月
１４
日
、
鴨
島
公
民
館
で
、

吉
野
川
市
・
阿
波
市
・
石
井

町
・
上
板
町
の
有
名
連
に
よ
る

選
抜
阿
波
踊
り
大
会
が
あ
り
ま

し
た
。
訪
れ
た
約
９
０
０
人
が

そ
れ
ぞ
れ
連
の
持
ち
味
が
光
る

踊
り
の
演
出
を
堪
能
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１４
日
午
後
７
時
に
開

幕
し
、
１６
日
ま
で
の
３
日
間
、

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り
で
行

わ
れ
た
阿
波
踊
り
大
会
に
は
、

歩きながら景色を楽しむ参加者

ひょこいち連

選
抜
阿
波
踊
り
大
会

阿
波
踊
り
大
会

市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
客

が
訪
れ
、
ぞ
め
き
の
リ
ズ
ム
に

乗
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
躍
動

感
に
満
ち
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
る

乱
舞
の
渦
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

ほがらか連高越連

獅子夏舞連 もっこ連

きらく連

3年ぶりに披露された「まわり踊り」

夏の夜空に神秘的に浮かび上がる石積み
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

あ
ぶ
な
い
よ
　
と
び
出
し
す
る
と
　
事
故
に
あ
う

野
口
　
七
海
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
五
年
）

農
用
地
区

域
内
の
農
地

を
農
地
以
外

に
利
用
す
る

場
合
に
は
、

農
業
委
員
会

へ
転
用
の
申

請
を
す
る
前

に
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。

農
地
以
外
に
利
用
す
る
例
と
し

て
は
、
農
家
用
住
宅
、
子
ど
も
が

分
家
す
る
た
め
の
住
宅
（
宅
地
）、

資
材
置
場
、
駐
車
場
、
農
業
用
施

設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
農
地
以
外

に
利
用
す
る
方
は
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
農
業
振
興

課
（
市
役
所
２
階
）
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

受
付
期
間

１０
月
１
日
豺
〜
３１
日

貉
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
農
業
振
興
課

蕁
澤
２
２
２
８

平
成
２０
年
の
成
人
式
は
、
新
成

人
該
当
者
な
ど
で
構
成
す
る
成
人

式
実
行
委
員
会
と
市
教
育
委
員
会

の
共
催
で
企
画
運
営
し
ま
す
。

開
催
日

平
成
２０
年
１
月
３
日
貅

受
付
　
午
前
９
時

開
式
　
午
前
１０
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
６２
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
６３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

記
念
撮
影
を
式
典
終
了
後
に
行

い
ま
す
。

※
吉
野
川
市
に
住
民
登
録
の
な
い

方
（
就
学
・
就
職
な
ど
で
市
外
に

転
出
さ
れ
て
い
る
方
）
も
出
席
で

き
ま
す
の
で
、
氏
名
・
住
所
な
ど

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

蕁
瀚
４
４
１
５

し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
は

下
水
道
課
（
山
川
庁
舎
２
階
）
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
期
間

１０
月
１
日
豺
〜
３１
日

貉申
込
先

譛
徳
島
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
（
徳
島
県
林
業
セ
ン
タ
ー

２
階
）

受
験
手
数
料

１
万
円
（
受
験
講

習
、
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

試
験
日
時

１２
月
６
日
貅

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

試
験
会
場

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

３
階
第
２
特
別
会
議
室

◆
受
験
講
習

〈
第
１
回
〉
１２
月
３
日
豺

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

〈
第
２
回
〉
１２
月
３
日
豺

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

講
習
会
場

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

３
階
第
２
特
別
会
議
室
（
徳
島
市

山
城
町
東
浜
傍
示
１
番
地
１
）

問
い
合
わ
せ

市
下
水
道
課
　
管
理
係

蕁
瀚
３
３
９
９

譛
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
８（
６
２
５
）３
４
３
８

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て
な
あ

に
？認

知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を

応
援
し
、
だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す

い
地
域
を
作
っ
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。
認
知
症
へ
の
正
し
い

理
解
を
求
め
る
運
動
の
一
環
と
し

て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
、「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
で
開
催
さ
れ
る
養
成
講

座
を
受
講
し
た
方
が
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
称
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
澪
６
６
２
７

平
成
１９
年
度
も
受
験
講
習
と
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
受
験
を
希

望
さ
れ
る
方
は
所
定
の
手
続
き
を

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
現
在
、

「
認
知
症
」
は
身
近
な
問
題
で
す
。

そ
の
た
め
、
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
見
守
り
、
支
援
を

す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

養
成
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
川
島
庁
舎
１
階
）
で
は
、「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
希

望
さ
れ
る
団
体
等
を
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。
講
師
は
市
か
ら
無
料

で
派
遣
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

認
知
症
っ
て
な
あ
に
？

脳
や
身
体
の
疾
患
を
原
因
と
し

て
、
記
憶
・
判
断
力
な
ど
の
障
害

が
お
こ
り
、
普
通
の
社
会
生
活
が

お
く
れ
な
く
な
っ
た
状
態
で
す
。

単
な
る
物
忘
れ
で
は
な
く
「
病
気
」

で
す
。

情
報
ひ
ろ
ば 

お
知
ら
せ

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

申
請
の
受
け
付
け

地
域
で
！
　
職
場
で
！

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
』を
開
催
し
ま
せ
ん
か
？

記憶障害・見当識障害
（今がいつなのかどこ
なのかわからない）・
判断力の低下などの症
状があります

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０

０
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
こ
の
養
成
講
座
を

全
店
舗
で
開
催
す
る
な
ど
積
極

的
に
取
り
組
む
企
業
が
全
国
的

に
増
え
て
い
ま
す
。
吉
野
川
市

で
も
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

平
成
１９
年
度
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

平
成
２０
年
の
成
人
式
は

１
月
３
日
貅
に
開
催

秋の全国交通安全運動 9月21日貊から30日豸まで ～高齢者の交通事故防止～



◎登録手数料  3000円 

◎注射手数料  3000円 

美　　郷　　地　　区 

鴨　　島　　地　　区 

時　　間 場　　　所 

時　　間 
14：00 ～ 14：15 
14：25 ～ 14：40 
14：50 ～ 15：05 
15：15 ～ 15：30 
15：40 ～ 15：55 
16：05 ～ 16：20 
16：30 ～ 16：45 
16：55 ～ 17：10 
18：00 ～ 19：00

上浦老人憩の家 
JR牛島駅前 
牛島集会所（JR麻植塚駅北） 
旧麻植郡農協森山支所 
飯尾敷地地区公民館 
JR西麻植駅消防詰所前 
千田公会堂 
文化研修センター 
吉野川市役所 

12：00 ～ 12：30 美郷庁舎前 

場　　　所 

実
施
日
 
 
１０
月
１８
日
貅
 

川　　島　　地　　区 

山　　川　　地　　区 

時　　間 場　　　所 

時　　間 場　　　所 

9：30 ～   9：50 
10：00 ～ 10：20 
10：35 ～ 10：55 
11：05 ～ 11：40

川島公民館神後南分館前 
旧役場跡地（東保育所前） 
東児島老人憩の家 
川島庁舎前 

13：30 ～ 13：50 
14：00 ～ 14：20 
14：35 ～ 14：55 
15：05 ～ 15：40

JR山瀬駅前 
北村農業構造改善センター 
旧麻植郡農協川田支所前 
山川庁舎前 

実
施
日
 
 
１０
月
１７
日
貉
 

「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
平
成
２０

年
４
月
か
ら
、
４０
歳
か
ら
７４
歳
の

被
保
険
者
・
被
扶
養
者
を
対
象

に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
や
生
活

習
慣
病
に
対
す
る
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の

飼
い
主
は
、
飼
い
犬
を
登
録
し
、

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
、
つ
な
い
で
飼
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
月
に
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
都
合
に
よ
り
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
方
や
、
新
し
く
犬
を
飼
い
は

じ
め
た
方
を
対
象
に
、
次
の
日
程

で
再
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
環
境
衛
生
課

蕁
澤
２
２
３
０

※
７５
歳
以
上
の
方
は
、
平
成
２０
年

４
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
へ
移
行
し
、
各
都
道
府
県
で

組
織
す
る
「
広
域
連
合
」
が
医
療

保
険
者
と
な
り
ま
す
。
７５
歳
以
上

の
方
の
健
診
に
つ
い
て
は
、
こ
の

「
広
域
連
合
」
が
実
施
す
る
予
定

で
す
。

詳
細
は
、
広
報
誌
で
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課

蕁
澤
２
２
１
３
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

痛
か
っ
た
で
は
　
す
ま
さ
れ
な
い
よ
　
交
通
事
故

三
原
　
幸
多
郎
（
西
麻
植
小
学
校
六
年
）

平
成
２０
年
度
か
ら
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導

が
始
ま
り
ま
す
！

年に一度は必ず 
健診を受けましょう 

現　　在 平成20年4月から 

基本健康診査 特定健診・特定保健指導 

40歳以上の市民 40歳から74歳までの方 

吉野川市 実施主体 

目　的 

内　容 

対象者 

各医療保険者（国民健康
保険・健康保険組合等） 

病気の早期発見・
早期治療 

健診結果の伝達お
よび生活習慣病な
どの情報提供と保
健指導 

メタボリックシンドローム（内
臓脂肪症候群）該当者およ
び予備群の減少 

健診結果をもとに、身体の
メカニズムと生活習慣の
関係を理解し、自ら生活習
慣の改善方法を決め、行動
できるように支援 

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
の
再
実
施
に
つ

い
て

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
澹

講
演
テ
ー
マ

「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｔ
ｏ
　
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

〜
国
際
協
力
〜
」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

山
川
町
在
住
。
さ
く
ら
診
療
所

院
長
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
代

表
理
事
。

医
療
の
垣
根
を
越
え
、
国
境
を

越
え
、
ひ
よ
ど
り
越
え
で
突
き
進

む
。
ア
フ
リ
カ
・
ザ
ン
ビ
ア
共
和

国
で
支
援
活
動
、
地
球
規
模
の
問

題
に
苦
し
む
人
た
ち
の
自
立
を
さ

さ
え
る
。

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
人

類
の
健
康
の
た
め
幅
広
く
活
動
す

る
ド
ク
タ
ー
牛
若
丸
。「
チ
ャ
レ

ン
ジ
な
医
療
法
人
を
め
ざ
し
た

い
。
使
命
を
持
っ
て
」
悠
久
の
横

笛
が
響
く
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課

蕁
澤
２
２
２
９

講
師
団
活
躍
中

傑
怪

吉
よし

田
だ

修
おさむ

飲酒運転の根絶



平
成
１９
年
度
森
林
整
備
事
業

（
森
林
の
整
備
に
対
す
る
補
助
事

業
）
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

施
業
を
希
望
す
る
方
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
除
間
伐

１１
年
生
か
ら
３５
年
生

ま
で

●
搬
出
間
伐

２６
年
生
か
ら
６０
年

生
ま
で

●
搬
出
間
伐
を
行
う
た
め
の
作
業

道

幅
員
２
メ
ー
ト
ル

※
面
積
は
す
べ
て
１
か
所
で

ｈａ
（
１
反
）
以
上
で
す
。
施
工
期

間
は
、
い
ず
れ
も
平
成
２０
年
３
月

上
旬
ま
で
で
す
。

受
付
期
間

１０
月
３１
日
貉
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
林
業
振
興
課

蕁
潴
２
１
１
２

蕭
潴
２
１
１
７

阿
波
麻
植
森
林
組
合

蕁
澪
３
９
４
７

蕭
澪
５
５
０
４

川
島
農
林
事
務
所
　
林
務
課

蕁
濟
３
７
９
２

蕭
濟
３
９
９
６

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
よ
り
、
次
の
方
を
対
象

に
特
別
慰
労
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者

①
旧
軍
人
等
で
恩
給
を
受
け
て
い

ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

蕁
０
３（
３
４
３
６
）０
１
５
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://c
h
u
ta
ik
y
o
.ta
is
y
o
k
u

k
in
.g
o
.jp

９
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

（
第
３
期
）
と
市
・
県
民
税
（
第

２
期
）
の
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
１０
月
１
日
豺

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

蕁
澤
２
２
１
５

９
月
は
、
介
護
保
険
料
第
２
期

（
普
通
徴
収
の
方
）
の
納
付
月
で

す
。納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
１０
月
１
日
豺

問
い
合
わ
せ

市
介
護
障
害
課
　
介
護
保
険
係

蕁
澪
６
６
２
６

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
　
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
　
建
設
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部
徳
島
支
部

蕁
０
８
８（
６
２
２
）３
１
１
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.k
e
n
ta
ik
yo
.ta
is

yo
k
u
k
in
.g
o
.jp
/

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
）
は
、
中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
み

立
て
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

〈
メ
リ
ッ
ト
〉

◇
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

行
先
で
す
。

◇
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。

◇
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

◇
管
理
が
簡
単
で
す
。

◇
掛
け
金
以
外
の
経
費
が
か
か
り

ま
す
。

と
き

１０
月
１３
日
貍

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
３０
分

と
こ
ろ

徳
島
刑
務
所
（
徳
島
市

入
田
町
大
久
２
０
０
番
地
１
）

問
い
合
わ
せ

徳
島
刑
務
所
　
処
遇
部
企
画
部
門

蕁
０
８
８（
６
４
４
）０
１
１
４

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
方
々
の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ

り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を

営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の

現
場
で
働
く
人

掛
け
金

日
額
３
１
０
円

★
特
長

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。

○
掛
け
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で

は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税

法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

な
い
恩
給
欠
格
者

②
戦
後
、
旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン

ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑

留
さ
れ
た
方

③
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
受
け
た
方
、
書
状
を
受
け
る
資

格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象
で

す
。
た
だ
し
ご
本
人
に
限
り
ま
す
。

請
求
期
間

平
成
２１
年
３
月
３１
日

貂
ま
で

請
求
書
類
は
、
地
域
福
祉
課

（
川
島
庁
舎
１
階
）
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
地
域
福
祉
課

蕁
澪
２
１
１
１

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金

蕁
０
１
２
０（
２
３
４
）９
３
３

刑
務
所
や
少
年
院
に
収
容
さ
れ

て
い
る
受
刑
者
ら
が
、
更
正
復
帰

に
励
ん
で
い
る
姿
を
、
パ
ネ
ル
や

写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

職
業
訓
練
等
で
製
作
し
た
刑
務
所

作
業
製
品
の
展
示
・
販
売
も
行
い

2007年（平成19年）9月12日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

曲
が
り
角
　
交
通
事
故
が
　
か
く
れ
ん
ぼ

伊
井
　
和
広
（
知
恵
島
小
学
校
五
年
）

森
林
整
備
事
業
の
申
し
込
み

特
別
慰
労
品
の
贈
呈
事
業

０．１

第
２６
回
徳
島
矯
正
展

建
設
現
場
で
働
く
方
の

た
め
の
建
退
共
制
度

退
職
金
は
国
の
制
度
で
！

９
月
は
国
民
健
康
保
険
税

と
市
・
県
民
税
の
納
付
月

９
月
は
介
護
保
険
料
の
納

付
月

夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止



い
じ
め
を
許
さ
な
い
社
会
は
、

だ
れ
も
が
生
き
る
こ
と
の
楽
し
い

生
き
が
い
の
あ
る
社
会
で
す
。

い
じ
め
、
不
登
校
、
学
習
・
生

活
へ
の
不
適
応
、
友
人
関
係
、
家

庭
内
暴
力
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
学
校
に
通

学
す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
・
生

徒
が
、
学
校
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
、

一
時
的
に
通
う
学
級
で
す
。

所
在
地

山
川
庁
舎
３
階

相
談
時
間

月
〜
金
曜
日
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
保
護
者
や
本
人
を
対
象
と
し
た

教
育
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

い
き
い
き
吉
野
川
っ
子
相
談
室
・

適
応
指
導
教
室
「
つ
つ
じ
学
級
」

蕁
瀚
４
１
２
７

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と
き

１０
月
１４
日
豸
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ

西
麻
植
小
学
校
六
地
蔵

様
ま
つ
り
会
場
内

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

蕁
澪
２
４
０
０

〜
吉
野
川
を
も
っ
と
学
び
、
も
っ

と
楽
し
も
う
〜

と
き

１０
月
１４
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

川
島
町
川
島
橋
（
潜
水

橋
）
付
近

当
日
、
川
島

橋
付
近
の
一
斉

清
掃
を
行
い
ま

す
の
で
、
皆
さ

ん
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
（
清

掃
作
業
は
午
前

７
時
〜
９
時
ま
で
）

※
雨
天
、
川
の
水
の
増
水
時
に
は

中
止
し
ま
す
。

主
催

譖
吉
野
川
青
年
会
議
所

後
援

吉
野
川
市
観
光
協
会

問
い
合
わ
せ

譖
吉
野
川
青
年
会
議
所
（
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
）

蕁
濆
８
７
２
５

ず
全
世
代
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

実
施
種
目

○
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
（
氷
上
の
ス
ポ

ー
ツ
「
カ
ー
リ
ン
グ
」
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
て
誕

生
し
た
ス

ポ
ー
ツ
で

す
）

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
じ

で
す
が
、
ゴ
ム
製
の
柔
ら
か
い
ボ

ー
ル
を
使
用
し
ま
す
）

準
備
物

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
ま
た

は
上
履
き
。
運
動
の
で
き
る
服
装
。

問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

蕁
瀚
４
１
１
７

六
地
蔵
様
ま
つ
り
会
場
内
に
、

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
子
ど
も
の

人
権
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
。

い
じ
め
や
友
人
関
係
に
悩
ん
で

い
る
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
人

権
擁
護
委
員
と
一
緒
に
考
え
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
人
権
啓
発
コ
ー
ナ
ー
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

◆
９
月
２２
日
貍
・
２３
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

※
通
常
は
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
１５
分
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

蕁
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

市
体
育
協
会
は
、
市
民
体
育
祭

記
念
行
事
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
き

１０
月
８
日
豺
体
育
の
日

式
典
受
付
　
午
前
８
時
３０
分

式
典
開
始
　
午
前
９
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館（
式
典
）・

鴨
島
体
育
館
（
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
）

内
容

①
式
典
（
市
民
体
育
祭
表
彰
式
）

②
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
　
午
前
１０

時
〜
正
午

※
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
年
齢
を
問
わ

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

１０
月
１
日
豺
・
１５
日
豺

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

９
月
１２
日
貉
、
１０
月
１０
日

貉午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

蕁
濆
２
１
６
６

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
は
、

「
い
じ
め
」
な
ど
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
専
用
相
談
電
話
で
す
。

悩
み
や
疑
問
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
ま

た
は
徳
島
地
方
法
務
局
職
員
が
、

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

９
月
１７
日
豺
〜
２３
日
豸
は
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
の
全
国

一
斉
強
化
週
間
で
す
。
次
の
日
程

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◆
９
月
１７
日
豺
〜
２１
日
貊
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ゆ
ず
り
あ
う
　
気
持
ち
が
命
　
守
る
ん
だ

亀
井
　
友
斗
（
川
島
小
学
校
三
年
）

相
談

子
ど
も
は
地
域
・
家
族
の
宝
！

み
ん
な
で
育
て
よ
う

い
き
い
き
吉
野
川
っ
子
相
談
室

つ
つ
じ
学
級

巡
回
職
業
相
談

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

催
し

第
３
回
市
民
体
育
祭

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

子
ど

も
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
の
渡
し
船

後部座席を含むシードベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底



実施日 
時間 

午前9時 
～正午 

① 
パソコン基礎 

② 
パソコン基礎 

⑤ 
表計算入門 

③ 
パソコン基礎 

⑥ 
表計算入門 

⑧ 
ワープロ基礎 

⑨ 
ワープロ基礎 

④ 
パソコン基礎 

⑦ 
パソコン基礎 

11月2日 
貊 

11月3日 
貍 

11月4日 
豸 

午後1時30分 
～4時30分 

午後6時30分 
～9時30分 

◎講習日 

出
演
者

蛭
子
山
ホ
ー
ム
ズ

と
き

９
月
２３
日
豸
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街
の
店
舗

に
鴨
島
美
術
グ
ル
ー
プ
や
ア
マ
チ

ュ
ア
の
画
家
・
写
真
家
等
の
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/ka
m
o

jim
a
/m
a
c
h
ic
o
n
/

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

蕁
濆
３
７
２
５（
鎌
田
）

と
き

９
月
２２
日
貍

午
後
１
時
〜
４
時
１０
分

と
こ
ろ

県
郷
土
文
化
会
館
４
階

大
会
議
室

参
加
費

無
料

内
容

「
呼
吸
器
の
が
ん
」
を
テ

ー
マ
に
県
民
を
対
象
と
し
た
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
床
リ
フ
ォ
ー
ム
講
習

講
習
内
容

緑
地
保
全
管
理
講
習

（
剪
定

せ
ん
て
い

・
枝
の
整
理
等
）

と
き

１０
月
１
日
豺
〜
１１
日
貅

８
日
間
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

定
員

２０
人

講
習
内
容

イ
ン
テ
リ
ア
講
習

（
洗
い
方
・
は
が
し
方
、
壁
紙
張

り
等
総
合
実
習
）

と
き

１０
月
２２
日
豺
〜
１１
月
２
日

貊
１０
日
間
（
土
・
日
除
く
）

定
員

２０
人

と
こ
ろ

吉
野
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
作
業
所

対
象
者

雇
用
・
就
業
意
欲
の
あ

る
方
、
６０
歳
代
前
半
（
今
年
度
中

に
６０
歳
を
迎
え
る
方
は
受
講
可
）、

全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

申
込
方
法

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
指
定
の
申
込
書
に
て
申
し
込

み
（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
吉
野
川
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

譖
吉
野
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
作
業
所

蕁
濟
０
３
３
３

利
用
期
間

１０
月
〜
１２
月

利
用
料

１
回
２
５
０
円

定
員

水
中
運
動
（
Ａ
コ
ー
ス
）

１０
グ
ル
ー
プ
各
２０
人
／
マ
シ
ー
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｂ
コ
ー
ス
）
４

グ
ル
ー
プ
各
６
人

※
定
員
を
超
え
て
申
し
込
み
が
あ

っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

利
用
限
度

各
コ
ー
ス
週
１
回

実
施
場
所

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ト
２１
（
川
島
町
川
島
１
０

６
―
２
）

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
※
申

請
書
等
は
地
域
福
祉
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）
、
支
所
地
域
課
（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切

９
月
２１
日
貊

問
い
合
わ
せ

市
地
域
福
祉
課
　
地
域
支
援
係

蕁
澪
６
６
２
７

Ｂ
・
Ｃ
コ
ー
ス
　
キ
ー
ボ
ー
ド
で

文
字
入
力
の
で
き
る
方
（
各
１０
人
）

※
ど
の
コ
ー
ス
も
、
市
内
在
住
の

方
対
象
で
、
先
着
順
で
す
。

場
所

鴨
島
公
民
館

受
講
料

無
料

申
込
期
間

１０
月
９
日
貂
〜
１５
日

豺
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
を
除
く
）

※
受
講
者
の
少
な
い
講
座
は
、
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
係

蕁
瀚
４
１
１
５

水
中
運
動
や
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
利
用
し
た
筋
力
ア
ッ
プ

教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

水
中
運
動
で
は
体
の
負
担
を
軽
く

し
た
運
動
が
で
き
、
マ
シ
ー
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
体
力
向
上
、
関

節
可
動
運
動
な
ど
、
免
疫
力
の
向

上
が
図
ら
れ
ま
す
。
介
護
予
防
の

た
め
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者

市
内
に
在
住
す
る
６５
歳

以
上
の
方
で
、
介
護
保
険
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
（
介
護
給
付
、
新
予
防

給
付
、
特
定
高
齢
者
施
策
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用
し
て
い
な
い

方

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
立
中
央
病
院
事
務
局

蕁
０
８
８（
６
３
１
）７
１
５
１

（
内
線
３
４
１
）

内
容

Ａ
コ
ー
ス
…
パ
ソ
コ
ン
基
礎
（
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
）

Ｂ
コ
ー
ス
…
表
計
算
入
門
（
エ
ク

セ
ル
の
基
本
的
な
機
能
を
紹
介
）

Ｃ
コ
ー
ス
…
ワ
ー
プ
ロ
入
門
（
ワ

ー
ド
の
基
本
的
な
機
能
を
紹
介
）

※
コ
ー
ス
は
１
回
（
３
時
間
）
で

完
結
で
す
。

対
象
者
（

）
内
は
定
員

Ａ
コ
ー
ス
　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の

方
（
２０
人
）
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右
、
左
、
右
　
わ
た
る
と
き
は
　
あ
せ
ら
ず
　
か
く
に
ん
　
忘
れ
ず
に

後
藤
　
瑞
明
（
学
島
小
学
校
二
年
）

第
９７
回
ま
ち
か
ど
コ
ン

サ
ー
ト

ま
ち
か
ど
美
術
館

第
３
回
県
民
公
開
講
座

「
呼
吸
器
が
ん
〜
た
ば
こ

を
楽
に
止
め
る
方
法
〜
」

募
集

パ
ソ
コ
ン
講
習
受
講
者
募
集

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
「
パ
ワ

ー
・
デ
イ
」
参
加
者
募
集
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｐ
（
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
事
業
講
習
生
募
集

短
期
講
習

長
期
講
習

高齢者を守る意識の醸成と思いやり活動の推進



と
き

９
月
２１
日
貊

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
視
聴
覚
室

講
師

谷
本
大
作
さ
ん

申
し
込
み
不
要
で
す
の
で
、
ご

自
由
に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

と
き

９
月
２４
日
豺

開
場
　
午
後
１
時
３０
分

開
演
　
午
後
２
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
ホ
ー
ル

入
場
料

５
０
０
円
（
小
学
生
以

下
無
料
）

お
宝
鑑
定
依
頼
・
観
覧
者
募
集
中

と
き

１２
月
１
日
貍

開
場
　
午
後
１
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
ホ
ー
ル

①
鑑
定
を
ご
希
望
の
方
は
、
申
込

大
正
琴

午
後
１
時
〜
１
時
４０
分

オ
カ
リ
ナ

午
後
２
時
〜
２
時
３０

分ビ
デ
オ

会
期
中
終
日

日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
お
琴
や
尺
八
の
演

奏
を
き
き
な
が
ら
、
お
茶
と
お
菓

子
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

内
容

①
簡
単
な
お
茶
の
飲
み
方

や
作
法
を
教
わ
り
ま
す
②
琴
・
三

味
線
・
尺
八
の
演
奏
を
楽
し
み
ま

す
③
お
話
「
か
ぐ
や
姫
」

と
き

１０
月
８
日
豺

午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
和

室参
加
費

１
０
０
円
（
３
歳
以
下

無
料
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー蕁

澤
０
０
１
５

《
展
示
の
部
》

書
道
・
水
墨
画
・
陶
芸
・
洋
画
・

短
歌
・
篆て
ん

刻
・
写
真
・
藍
染
め
・

実
用
書
道
・
絵
手
紙
・
手
織
り
・

生
け
花
・
デ
ザ
イ
ン
フ
ラ
ワ
ー
・

木
目
込
人
形
・
ね
ん
ど
工
芸
・
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
・
手
編
み
手
芸
・
花

で
生
活
を
楽
し
む

《
発
表
の
部
》

９
月
２２
日
貍

着
付
け

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

民
謡

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

日
舞

午
後
３
時
３０
分
〜
５
時

９
月
２３
日
豸

太
極
拳

午
前
１０
時
〜
１０
時
３０
分

民
謡
三
味
線

午
後
１
時
〜
２
時

３０
分

あ
す
か
三
味
線

午
後
３
時
〜
４
時

９
月
２４
日
豺

茶
道

午
前
９
時
〜
正
午

用
紙
を
鴨
島
公
民
館
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
し
て
く
だ
さ

い
。

②
観
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
往
復

は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
、
鴨
島
公
民
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６
―
０
０
１
１

吉
野
川
市

鴨
島
町
鴨
島
甲
１
番
地

鴨
島
公
民
館

蕁
濆
５
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.sm
ile
tru
st.c
o
m

/co
m
m
u
n
ity/

と
き

９
月
２２
日
貍
〜
２４
日
豺

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

2007年（平成19年）9月12日
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事
故
ゼ
ロ
は
　
ゆ
と
り
と
か
く
に
ん
　
か
く
じ
つ
に

三
木
　
詩
乃
（
山
瀬
小
学
校
五
年
）

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

な
る
ほ
ど
！

地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送

鴨
島
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
第
１１
回
定
期
演
奏
会

出
張
！

な
ん
で
も
鑑
定
団

in
吉
野
川
市

こ
う
さ
ぎ
　
こ
ど
も
の
城

十
五
夜
ま
つ
り

オ
ニ
ユ
リ
は
、
北
海
道
か
ら
九

州
に
分
布
す
る
多
年
草
で
、
夏
に

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
は
下
向
き

で
花
び
ら
は
強
く
反
転
し
花
び
ら

の
地
色
は
橙
赤
色
を
し
て
い
ま

す
。
花
は
咲
き
ま
す
が
種
は
実
り

ま
せ
ん
。

万
葉
集
に
は
、
次
の
よ
う
な
歌

が
あ
り
ま
す
。

『
道
の
辺
の
　
草
深
百
合
の

花
笑
み
に
　
笑
み
し
が
か
ら
　
妻

と
い
う
べ
し
や
』（
作
者
不
詳
）

「
道
端
の
草
深
い
中
に
咲
い
て

い
る
ユ
リ
の
花
の
よ
う
に
、
ほ
ほ

笑
み
か
け
た
だ
け
で
、
妻
と
呼
ん

で
も
よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

う
で
は
な
い
で
す
よ
ね
」
と
い
う

意
味
で
す
。

川
島
万
葉
植
物
園

オ
ニ
ユ
リ

ユ
リ
科〈表紙写真〉

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

◇
募
金
の
報
告

新
潟
県
中
越
沖
地
震
被
災

者
・
復
興
支
援
の
た
め
の
募
金

に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
ご
協

力
い
た
だ
い
た
９
５
２
０
円
は

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
新
潟

県
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１９
年
度
前
期
講
座
生

作
品
展
・
発
表
会

犬のふんは持ち帰りましょう。飼い主としてのマナーを守りましょう。
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安
全
は
　
他
人
ま
か
せ
じ
ゃ
い
け
な
い
よ

和
田
　
彩
花
（
川
田
小
学
校
五
年
）

健康コラム 

　吉野川市では、市内各小中学校で年1回「思春期教室」を実施し、命の大切さを学ぶため、それ
ぞれの学年にあわせた性に関する学習をしています。講師は日本助産師会徳島支部の助産師さ
んたちです。 
　お母さんのお腹の中で大きくなっていく胎児の実物大の模型を見たり、うまれてすぐの赤ちゃ
んと同じ大きさ・重さのお人形を抱いたりします。また妊娠中のお腹の重さが体験できる器具を
つけて、命の誕生について学ぶなど、妊婦の大変さを実感できる実習をします。 
　子どもたちはそれぞれに、自分がいかに待ち望まれてこの世に生まれてきたかを知り、それが
どの命にとっても同じであることを学んでくれているのだと思います。 

　いずれは私も出産という体験をするんだなあと思いました。

男性が子どもの性を決定しているというのもびっくりしました。

これからは自分の命も大切にし、自分の名前も大事にしていき

たいと思います。命はこんなに大切なんだ！　と必死で両親が

恵んでくれた命なんだと初めて思いました。命を大切にしてい

きたいです。　　　　　　　　　　　　〔中学校1年生　女子〕 

◎学習会を終えた子どもたちの感想をご紹介します。 

問い合わせ　市健康推進課 蕁　661525

小中学生の思春期教室 

　私は生まれてすぐの赤ちゃんがとても重いのを初めて知り

ました。赤ちゃんがまだお腹にいるときは頭が下で、おしりが上

とはとても驚きました。お母さんは苦しんで産むけど、「赤ちゃん

をちゃんと産んであげたい！」と思っているから赤ちゃんを産め

るのだと思いました。　　　　　　　　〔小学校5年生　女子〕 

　僕は命の学習をしてさまざまなこと

を学びました。生まれて命をつなぎ、死

んでいくということを知りました。僕が生

まれるまでいろいろなひとが命をつ

ないできています。だから命のつなぎを

とぎれさせずに、命をつなげるようにしよ

うと思いました。 

〔中学校1年生　男子〕 

　おなかに赤ちゃんがいるときの

ことを体験しました。座るのもとても

たいへんでした。お母さんはこんな

思いを１０か月もして私を産んでくれ

たので、あらためてありがとうと思い

ました。そして私は親がくれたとても

大切な命であると思いました。だから

もっと自分のことも友達のことも大事

にしたいと思いました。 

〔小学校6年生　女子〕 
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

事
故
の
な
い
　
安
心
で
き
る
　
町
づ
く
り

武
田
　
茜
（
川
田
中
小
学
校
五
年
）

9月・10月の健康づくり教室（40歳以上65歳未満の方対象） 

9月・10月の介護予防教室（65歳以上の方対象） 

●問い合わせ　市健康推進課　蕁澪6615 

●問い合わせ　市地域福祉課　蕁澪6627 

9 

 
　
　
　
　
　
月 

１０ 

 
月 

１０ 

 
　
　
　
　
　
　
月 

9
 
　
　
月 

健
康
相
談
 

日 

9 

11 

19

曜日 

火 

木 

金 

地区 

鴨  島 

山  川 

鴨  島 

場　　　所 

多津美公会堂 

中部農業構造改善センター 

西麻植会館 

内　　　容 

栄 養 教 室

体 脂 肪 率 測 定  

体 脂 肪 率 測 定  

時　間 

10：00～11：00 

9：30～11：00 

10：00～11：00

健
康
相
談
 

日 

14 

18 

19 

20 

28

曜日 

金 

火 

水 

木 

金 

地区 

鴨  島 

山  川 

美  郷 

鴨  島 

美  郷 

場　　　所 

喜来老人憩の家 

西川田福祉センター 

中枝老人憩の家 

森山地区公民館 

東山老人憩の家 

内　　　容 

健診結果をご持参ください 

健診結果をご持参ください 

運 動 教 室

健診結果をご持参ください 

運 動 教 室

時　間 

10：00～11：00 

13：30～15：00 

13：30～15：00 

10：00～11：00 

13：30～15：00

健

康

チ

ェ

ッ

ク
 

健

康

チ

ェ

ッ

ク
 

日 

12 

13 

14 

19 

20
 

 

21 

 

25 

 

26 

28

曜日 

水 

木 

金 

水 

木
 

 

金 

 

火 

 

水 

金 

地区 

川  島 

山  川 

山  川 

美  郷 

川  島 

川  島 

美  郷 

川  島 

美  郷 

鴨  島 

川  島 

川  島 

場　　　所 

川島公民館近久分館 

麦原地区コミュニティセンター 

忌部農業構造改善センター 

中古井広域集落センター 

川島公民館二ツ森分館 

こだま会館 

東部集落センター 

川島公民館山田分館 

三山老人憩の家 

知恵島老人憩の家 

川島公民館敷地分館 

鍛冶屋敷公会堂 

内　　　容 

 

 

介 護 予 防 体 操  

栄 養 改 善 講 座  

 

 

 

介 護 予 防 体 操  

 

 

栄 養 改 善 講 座  

 

内　　　容 

栄 養 改 善 講 座  

 

栄 養 改 善 講 座  

栄 養 改 善 講 座  

 

 

介 護 予 防 体 操  

 

栄 養 改 善 講 座  

 

口 腔（ こうくう）ケア 

時　間 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：30～11：00 

9：30～10：30 

9：00～10：00 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～11：00 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30

日 

2
 

 

3 

4 

 

5 

 

9
 

 

10 

12

曜日 

火
 

 

水 

木 

 

金 

 

火
 

 

水 

金 

地区 

川  島 

川  島 

山  川 

川  島 

川  島 

山  川 

美  郷 

川  島 

鴨  島 

川  島 

川  島 

場　　　所 

川島公民館神後分館 

川島公民館 

中部農業構造改善センター 

川島公民館久保田分館 

東児島老人憩の家 

瀬詰老人会館 

桁山集落センター 

川島公民館学西分館 

牛島集落所 

川島公民館近久分館 

三ツ島西公会堂 

時　間 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：30～11：00 

9：30～10：30 

9：00～10：00 

13：30～15：00 

13：30～14：30 

9：00～10：00 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30

やめようポイ捨て！　わたしたちのまちを美しく。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
命
を
守
る
　
た
か
ら
も
の

柴
田
　
実
沙
樹
（
川
田
西
小
学
校
五
年
）

『
ピ
ー
タ
ー
と
影
泥
棒
上
・
下
』

デ
イ
ヴ
・
バ
リ
ー
著

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
９
、
１０
月
の
休
室
日

木
曜
日

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

h
ttp
://lib

ra
ry
.c
ity
.y
o
s
h
i

n
o
g
a
w
a
.lg
.jp
/ilisw

in
g
/w
e
/

o
p
ac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
９
月
１４
日
貊
・
２１

日
貊
・
２８
日
貊
、
１０
月
５
日
貊
・

１２
日
貊
・
１９
日
貊
・
２６
日
貊

『
み
ん
な
で
楽
し
む
布
ぞ
う
り
』

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

『
ロ
ー
ザ
の
微
笑
』

海
月
ル
イ
著

『
影
絵
の
騎
士
』

大
沢
在
昌
著

『
夜
明
け
の
街
で
』
東
野
圭
吾
著

『
ラ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
』

秦
建
日
子
著

『
反
転
』

田
中
森
一
著

『
陰
陽
師
』

夢
枕
獏
著

『
箕
作
り
弥
平
商
伝
記
』

熊
谷
達
也
著

『
遠
い
風
の
記
憶
』

初
音
奏
著

『
リ
ト
ビ
ネ
ン
コ
暗
殺
』
ア
レ
ッ

ク
ス
・
ゴ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ブ
著

『
異
界
』

鳥
飼
否
宇
著

『
あ
り
が
と
う
、
さ
よ
う
な
ら
』

瀬
尾
ま
い
こ
著

『
鎌
田
實
の
し
あ
わ
せ
介
護
』

鎌
田
實
著

『
不
都
合
な
真
実
』
ア
ル
・
ゴ
ア
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
ワ
ク
ワ
ク
手
作
り
こ
ど
も
の
貯

金
箱
大
集
合
！
』
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
　

『
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う
！
ち
ょ
っ
と

の
時
間
で
で
き
る
か
ん
た
ん
お

も
し
ろ
工
作
』

立
花
愛
子
著

『
チ
リ
と
チ
リ
リ
は
ら
っ
ぱ
の
お

は
な
し
』

ど
い
か
や
著

『
ア
パ
ト
サ
ウ
ル
ス
』
小
田
隆
著

『
あ
め
の
ひ
の
た
だ
い
ま
』

仁
科
幸
子
著

回
）
飯
原
一
夫
展
「
な
つ
か
し
き

徳
島
」

１０
月
２７
日
貍
〜
１１
月
１７
日
貍
／

図
書
館
ロ
ビ
ー

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
９
、
１０
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
ハ
イ
サ
イ
お
ば
あ
！
』

松
井
優
史
著

『「
星
座
」
に
な
っ
た
人
』

天
満
ふ
さ
こ
著

『
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
』

坂
本
司
著

『
内
臓
脂
肪
が
な
く
な
る
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
』

小
山
勝
弘
著

『
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
』

畠
中
恵
著

『
逆
髪
』

澤
田
ふ
じ
子
著

『
ク
ロ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
』

井
上
尚
登
著

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
９
、
１０
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
９
月
１８
日
貂
、

１０
月
９
日
貂
、
月
末
図
書
整
理
日

（
９
月
２８
日
貊
、
１０
月
３１
日
貉
）

◆
お
は
な
し
会

１０
月
１３
日
貍
午
後
１
時
３０
分
か
ら

（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

９
月
１５
日
貍
・
２９
日
貍
、
１０
月

６
日
貍
・
２０
日
貍
の
午
後
１
時

３０
分
か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
１０
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
９
、
１０
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
９
月
２８
日
貊
、
１０
月
３０
日
貂
）

◆
か
え
で
読
書
会
例
会
（
奇
数

月
第
２
木
曜
日
）

９
月
１３
日
貅
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
／
図
書
館
２
階

新
会
員
募
集
中
！
　
ど
な
た
で
も

ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
徳
島
農
政
事
務
所
資
料
展
「
と

く
し
ま
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

〜
食
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
〜

９
月
２７
日
貅
ま
で
／
図
書
館
ロ

ビ
ー

◆
図
書
館
美
術
シ
リ
ー
ズ
（
第
１８

川
島
図
書
館
蕁
澪
３
１
４
１

鴨
島
図
書
室
（
鴨
島
公
民
館
内
）

蕁
濆
５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

蕁
潴
２
８
１
１

山
川
図
書
館
蕁
瀚
５
２
２
２

日
が
だ
ん
だ
ん
短
く
な
っ
て
、
朝
夕
が
涼
し
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
秋
の
夜
長
、
文
学
賞
受
賞
作
を
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

図
書
だ
よ
り

第
１
３
７
回
芥
川
賞
受
賞
作

『
ア
サ
ッ
テ
の
人
』

諏
訪
哲
史

著

第
１
３
７
回
直
木
賞
受
賞
作

『
吉
原
手
引
草
』

松
井
今
朝
子

著



○
知
ら
な
い
ア
ド
レ
ス
か
ら
来
た

メ
ー
ル
に
は
返
信
し
な
い
。

○
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
は
絶

対
書
き
込
み
を
し
な
い
。

※
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
援
助

交
際
の
書
き
込
み
を
す
る
と
、
処

罰
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
や
「
チ

ャ
ッ
ト
」
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
知
り
合
っ
た
人
と
は
絶
対

に
会
わ
な
い
。

※
児
童
の
利
用
が
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
の
に
、
あ
え
て
会
お
う

と
す
る
「
危
険
な
」
相
手
だ
と
い

う
こ
と
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

子
ど
も
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
利

用
し
て
い
る
の
か
、
家
庭
で
話
し

合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

あ
っ
　
あ
ぶ
な
い
　
と
び
だ
し
ち
ゅ
う
い
　
き
を
つ
け
て

佐
藤
　
来
夏
（
種
野
小
学
校
一
年
）

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は

○
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

利
用

○
ア
ク
セ
ス
制
限
機
能
の
利
用

詳
細
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
は

各
プ
ロ
バ
イ
ダ
、
携
帯
電
話
の
場

合
は
各
携
帯
電
話
会
社
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

蕁
澪
６
６
２
０
蕭
澪
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/iku
sei

center/

○
興
味
が
あ
っ
て
も
「
出
会
い
系

サ
イ
ト
」
は
見
な
い
。

○
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
の
広
告

メ
ー
ル
が
届
い
て
も
誘
い
に
の
ら

な
い
。

※
累
計
は
1
月
か
ら
の
も
の 平成19年8月１日現在 

市民のうごき 

計 
男 
女 
世帯数 

※65歳以上 
　　計 12,794人　男 5,244人　女 7,550人 

住民基本台帳（前月比） 

46,215 
21,986 
24,229 
17,062

（－28） 
（－  1） 
（－27） 
（－  3） 

人 
人 
人 
世帯 

（－  8） 
（－  2） 
（－  6） 
（－29） 

351 
63 
288 
330

人 
人 
人 
世帯 

外国人登録（前月比） 

〈 人 権 相 談 〉 
飯尾敷地コミュニティセンター 
美郷庁舎会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
川島庁舎会議室 
 
市役所1階相談室 
山川庁舎101会議室 
川島公民館会議室 
市役所1階相談室 
美郷庁舎2階会議室 
 
市役所1階相談室 
市役所1階相談室 

13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 

 
9：00～12：00 
10：00～12：00 
13：00～16：00 
9：00～12：00 
13：00～16：00 

 
10：00～12：00 
10：00～12：00

9月13日貅 
9月18日貂 
10月11日貅 
10月16日貂 

 
9月13日貅 
10月  1日豺 
10月  2日貂 
10月11日貅 
10月18日貅 

 
9月21日貊 
10月19日貊 

〈 行 政 相 談 〉 

〈司法書士会による無料法律相談〉 

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動 

火 災  

救急出動 

1件 6
月 

累
計
 

14件 

112件 6
月 

累
計
 

811件 

青
少
年
育
成
補
導

友
　
　
達

鴨
島
東
中
学
校
　
森
西
　
香
菜
子
　

お
は
よ
う
と
い
え
ば

お
は
よ
う
と
返
し
て
く
れ
る

楽
し
い
と
き
に
は

一
緒
に
笑
え
る

悲
し
い
と
き
に
は

一
緒
に
泣
け
る

悩
ん
で
い
る
と
き
に
は

話
を
聞
い
て
く
れ
て

一
緒
に
考
え
て
く
れ
る

そ
ん
な
友
達
が
い
る
こ
と
は

と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と

と
て
も
す
て
き
な
こ
と

そ
の
こ
と
に
気
付
け
ば

こ
れ
か
ら
の
毎
日
が

も
っ
と
も
っ
と

い
い
日
に
な
る

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
創
刊
号
よ
り
）

今
月
の
納
税
・
保
険
料 

国
民
健
康
保
険
税 

市
・
県
民
税 

介
護
保
険
料 

納
期
限 

第
３
期 

第
２
期 

第
２
期 

１０
月
１
日
豺 

3
つ
の
Ｎ
Ｏ
！

見
な
い

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
よ

る
犯
罪
か
ら
自
分
を
守
る

た
め
に

書
き
込
ま
な
い

絶
対
会
わ
な
い

出
会
い
系
サ
イ
ト
規
制
法
第
４
条

児
童
の
保
護
者
は
、
児
童
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹

介
事
業
（
出
会
い
系
サ
イ
ト
）

の
利
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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9・10月 
休日・夜間在宅当番医表 ●平日／17時～23時　●休日／8時～23時 

※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。 
●○印は、休日診療日です。 
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。 
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確認
の上、ご利用ください。　　 ●問い合わせ／市健康推進課蕁澪6615

医　院　名 

谷 医 院  

木村内科胃腸科  

筒 井 クリニック  

鈴木内科（敷地） 

杏 和 医 院  

中西内科クリニック 

阿 部 整 形 外 科  

鈴木内科（喜来） 

鴨 島 病 院  

岸 整 形 外 科  

富 本 医 院  

タ ナ カ 医 院  

鴨島耳鼻咽喉科  

工 藤 内 科 医 院  

井 内 内 科  

電話番号 

42－2353 

24－6413 

24－3300 

24－5880 

22－0333 

42－6755 

24－4880 

24－3413 

24－6565 

25－3133 

42－3123 

22－1800 

24－8070 

42－3113 

24－3070

9月 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26

10月 

22 

18 

23 

24 

 

 

26 

25 

29 

27 

30 

 

 

31

10月 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11

10月 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

19 

20 

21 

28

医　院　名 

麻名内科外科クリニック 

さ く ら 診 療 所  

かなめ小児科内科クリニック 

いぬい産科婦人科クリニック 

三木リハビリテーション病院 

岡田医院（川島） 

糸田川クリニック 

梶本胃腸科内科  

和田耳鼻咽喉科  

石 原 小 児 科  

リバーサイドクリニック岡田 

石原内科循環器科 

大 久 保 診 療 所  

糸 田 川 眼 科  

古 本 胃 腸 科  

電話番号 

26－0020 

42－5520 

26－0310 

22－1230 

42－6616 

25－3566 

24－7555 

24－2413 

24－2566 

24－2388 

24－8884 

24－2536 

24－1703 

24－2531 

24－7377

9月 

27 

28 

29 

30

医　院　名 

後 藤 田 外 科  

美 摩 病 院  

グリーン耳鼻咽喉科 

渡 辺 医 院  

四 宮 医 院  

松 永 医 院  

矢 田 医 院  

杉 山 医 院  

森 住 内 科 医 院  

山下耳鼻咽喉科クリニック 

◎小児救急医療体制…日曜日の9時～18時、
小児科専門医が診てくれます。 
●麻植協同病院 
●阿波病院（第1・3・5週だけ） 

 
 

蕁濆2101 
蕁濺5151

電話番号 

24－2720 

24－2957 

24－2488 

24－7177 

25－2016 

42－2110 

25－2006 

25－2802 

22－3010 

42－7533

9月 

 

●と　き 10月14日（日） 
●ところ 吉野川市アメニティセンター 

午後1時30分～3時30分（受付  午後0時30分から） 

ウオーキングはいつでもどこでも手軽にできる健康法！  なかなか継続できなくて困っている方
も継続のコツをつかんだ方も、みんな集合！！  わいわいトークでやる気と元気をゲットしよう。 

ワンショット写真台紙(黄緑色)と88カ所記録用
紙(黄色)に必要事項をご記入の上、健康推進
課（川島庁舎1階） または支所地域課（鴨島・山
川・美郷）へ提出してください。 
《提出期間　9月18日（火）～28日（金）》　 

吉野川市健康フォーラム 
～みんなでつくる健康よしのがわ21～ 
吉野川市健康フォーラム 
～みんなでつくる健康よしのがわ21～ 

時間：午後1時30分～1時45分 開会式（大ホール） 開会式（大ホール） 開会式（大ホール） 

時間：午後1時45分～2時5分 

肌と肌を通じて親子のふれあいをし、子どもの気持ちや感情を
安定させます。赤ちゃんの肌の手入れについてもお話があります。 
対象者 ： 生後4か月～1歳までの乳児 
講　師 ： ヒューマン・カンパニー　樋口清子さん 
時　間 ： 1回目  午後1時～2時　2回目  午後2時30分～3時30分 
申込先 ： 健康推進課  蕁澪6615  ＊9月18日（火）受付開始 
人　数 ： 各15人（先着順） ＊人数に達し次第、締め切ります。 

時間：午後2時10分～3時20分 

写真のコンテストを行います。 

アトリエひまわり  
時間：午後1時～3時30分 
○アクリルたわし  ○廃油石けん  ○タオルハンガーなど 

○ウオーキング体験発表　　○自主グループ発表 
　《アドバイザー》 徳島大学大学開放実践センター 
　　　　　　　　　　　　　教授　田中俊夫さん 

地図上で歩く四国霊場88カ所＆ 
ワンショットウオーキング達成者表彰式 
地図上で歩く四国霊場88カ所＆ 
ワンショットウオーキング達成者表彰式 
地図上で歩く四国霊場88カ所＆ 
ワンショットウオーキング達成者表彰式 （大ホール） （大ホール） （大ホール） 

住民フォーラム（大ホール） 住民フォーラム（大ホール） 住民フォーラム（大ホール） 

ベビーマッサージコーナー（ふれあい室） ベビーマッサージコーナー（ふれあい室） ベビーマッサージコーナー（ふれあい室） 

◎ワンショットウオーキングに参加された 
　方へのお願い 

時間：午後1時～3時30分 
○ヘルスメイト活動の紹介 
○生活習慣病予防のための作品展示 

バザーコーナー（1階フロア） バザーコーナー（1階フロア） バザーコーナー（1階フロア） 

ヘルスメイトコーナー（健康管理室 ヘルスメイトコーナー（健康管理室） ヘルスメイトコーナー（健康管理室） 

ワンショット写真展示（1階フロア） 

問い合わせ 
市健康推進課 
蕁澪6615


